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１ 計画策定の趣旨 

  我が国の自殺者数は、1998 年から年間 3 万人を超える深刻な状況が続いていまし

たが、2006 年に自殺対策基本法が制定され、それまで「個人の問題」とされてきた

自殺が「社会の問題」として広く認識されるとともに、国を挙げて自殺対策を総合的

に推進した結果、2010 年以降は減少しています。 

  しかしながら、人口 10 万人当たりの自殺死亡率は、主要 7 か国（日本、フランス、

米国、ドイツ、カナダ、英国、イタリア）の中で最も高く、年間の自殺者数は依然と

して 2 万人を超えるという非常事態が続いています。 

  このため、国では 2016 年、自殺対策基本法を一部改正し、自殺対策が「生きるこ

との包括的な支援」として実施されること等を基本理念に明記するとともに、自殺対

策の地域格差を解消し、誰もが自殺対策に関する必要な支援を受けられるよう、全て

の都道府県及び市町村で自殺対策計画の策定が義務付けられました。 

本市においても、本計画の策定により、地域全体で自殺対策に取り組み、「誰も自

殺に追い込まれることのない伊予市の実現」を目指します。 

 

 

 

図１ わが国における自殺者数の推移 

出典：警察庁「自殺統計」 
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２ 計画の位置付け 

  本計画は、自殺対策基本法第 13 条第 2 項に基づく計画であり、国の自殺総合対策

大綱や県の自殺対策計画を踏まえた内容とします。 

  また、伊予市総合計画を上位計画とし、伊予市健康づくり・食育推進計画や伊予市

地域福祉計画等の関連計画との整合を図ります。 

 

 

３ 計画の期間 

  本計画の期間は、2019 年度から 2023 年度までの 5 年間とします。 

  なお、計画期間中であっても、関連法等の改正や社会情勢の大きな変化があった場

合には見直しを行います。  

【上位計画】

第２次伊予市総合計画

2016～2025年度

伊予市自殺対策計画

2019～2023年度

（５か年計画）

【関連する市の計画】

○健康づくり・食育推進計画

○地域福祉計画

○高齢者保健福祉計画、介護保険事業

計画

○障がい者計画、障がい福祉計画、障

がい児福祉計画

○その他関連分野に係る計画

【根拠法令】

自殺対策基本法

2006年制定

2016年改正

【国】

自殺総合対策大綱

2017年改正

※5年毎に見直し予定

【県】

愛媛県自殺対策計画

2017～2019年度

（3か年計画）

図２ 計画の位置づけ
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４ 計画の目標数値 

(1) 目標数値を設定する理由 

本計画が最終的に目指すところは「誰も自殺に追い込まれることのない伊予市

の実現」です。その実現に向けた対策を進める上での具体的な目標を定めるとと

もに、評価と検証を行っていく必要があるため、目標数値を設定します。 

(2) 目標数値 

※１ 自殺死亡率：人口 10 万人当たりの自殺者数 

（参照）目標数値の算出根拠 

自殺総合対策大綱は、「2026 年までに、自殺死亡率を 2015 年と比べて 30％以

上減少させる」ことを掲げており、本市においてもこの減少率を根拠とした目標

数値を算出しました。 

 

表１ 国の方針に基づく伊予市・国の自殺死亡率の推計（人口１０万対） 

  2015  2016  2017  2018  2019  2020  2021  2022  2023  2024  2025  2026  2027  2028  

市     21.1  20.6  20.0  19.4  18.8  18.3  17.7  17.1  16.5  16.0  15.4  14.8  

国 18.5  18.0  17.5  17.0  16.5  16.0  15.5  15.0  14.5  14.0  13.5  13.0      
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図３ 国の方針に基づく伊予市・国の自殺死亡率の推計 

伊予市 国 

伊予市自殺対策計画 

２０１９～２０２３ 

自殺死亡率※１ 

2028 年の自殺死亡率を 2017 年と比べて 30％以上の減少となる

14.8 以下とする。なお、2023 年の目標は 17.7 以下とする。 
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本市における自殺の現状を自殺総合対策推進センター※ の地域自殺実態プロファイ

ル※ のデータを参考に説明します。 

※１ 国における自殺対策を総合的に支援する機関として、情報の収集・発信、調査研究、

研修等を行うほか、都道府県や市町村ごと（地域レベル）の実践的な自殺対策の支援等

に従事している。 

※２ 全国の都道府県及び市町村ごとに自殺の地域の特性を取りまとめたデータ。 

 

１ 自殺者数等の推移 

(1) 自殺者数 

警察庁の自殺統計の 2009 年から 2017 年までのデータによると、全国の自殺者数

は、毎年減少しています。また、愛媛県では、2011 年、2013 年、2017 年に増加し

ているものの、ほかの年については減少しています。 

本市は、年によって増減があり、推移の判断が難しい状況ですが、一時的に増加し

ている 2013 年と 2017 年を除くと、徐々に減少している状況が見られます（表２、

図４）。 

表２ 伊予市・愛媛県・全国における自殺者数の推移 

単位：人 

  2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

伊予市 10 12 8 7 14 7 8 4 8 

愛媛県 365 333 363 331 335 308 287 269 291 

全国 32,845 31,690 30,651 27,858 27,283 25,427 24,025 21,897 21,321 

出典：警察庁「自殺統計」 
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図４ 伊予市の自殺者数の推移 
出典：警察庁「自殺統計」 

第２章 伊予市における自殺の現状 
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(2) 自殺死亡率（人口 10 万人当たりの自殺者数） 

愛媛県並びに全国の自殺死亡率は減少傾向にありますが、本市は、年によって増減

があります。 

また、単年で比較すると愛媛県は全国より総じて高い水準にあるものの、本市は年

によってばらつきがあり、水準や傾向は明らかではありません（表３、図５）。 

 

表３ 自殺死亡率の推移（人口１０万対） 

  2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

伊予市 25.1  30.3  20.4  17.9  35.9  18.0  20.8  10.5  21.1  

愛媛県 24.9  22.8  25.0  23.0  23.3  21.4  20.1  19.0  20.7  

全国 25.7  24.7  24.0  21.8  21.4  20.0  18.9  17.3  16.8  

      
出典：警察庁「自殺統計」 
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図５ 自殺死亡率の推移 

伊予市 愛媛県 全国 

出典：警察庁「自殺統計」 



6 

２ 性別・年齢階層別の特徴 

2012 年から 2016 年の合算（5 年間、40 人）における本市の性別や年齢階層別の

特徴を愛媛県、全国と比較しました。 

  

(1)  性別 

本市では、男性が 25 人（62.5％）、女性が 15 人（37.5％）で、男性の割合が高

い傾向にあります。愛媛県や全国と比較すると、男性の割合が少なく、女性の割

合が多いことが特徴として見られます（図６）。 

 

(2)  年齢階層別 

本市では、60 歳代、50 歳代、80 歳以上の順で多く、20 歳未満については自殺

者がいない状況にあります。愛媛県や全国と比較すると、60 歳代の階層が特に多

く、20 歳代～40 歳代と 70 歳代が低いことが特徴として見られます（図７）。 
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伊予市 

図６ 性別構成割合 

男性 女性 

出典：警察庁「自殺統計」 
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図７ 年齢階層別構成割合 

伊予市 愛媛県 全 国 

出典：警察庁「自殺統計」 
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(3)  性別・年齢階層別 

愛媛県や全国と比較すると、男性では 60 歳代、50 歳代が高く、20 歳代、80

歳以上、70 歳代が低い傾向にあります。女性では 60 歳代、80 歳以上の割合が高

く、30 歳代以下は自殺者がいない状況にあります（図８、図９）。 
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図８ 年齢階層別自殺者の割合(男性） 

伊予市 愛媛県 全 国 

出典：警察庁「自殺統計」 
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図９ 年齢階層別自殺者の割合（女性） 

伊予市 愛媛県 全 国 

出典：警察庁「自殺統計」 
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３ 職業別の特徴 

  2012 年から 2016 年の合算（5 年間、40 人）における本市の職業別の特徴は、年

金受給者等が 30％、被雇用者・勤め人とその他無職がそれぞれ 22.5％となり、全体

の 75％を占めています。また、愛媛県や全国と比較すると、自営業・家族従事者、

主婦、年金受給者等の割合が高い傾向にあります（図 10）。 
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図10 職業別の割合 

伊予市 愛媛県 全国 

出典：警察庁「自殺統計」 
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４ 同居人の有無 

  2012 年から 2016 年の合算（5 年間、40 人）における同居人の有無をみると、同

居人ありの割合が 77％を占めています。これについては、愛媛県や全国も同じ傾向

にあります（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自殺の特徴 

  本市における 2012 年から 2016 年の合算（5 年間、40 人）を対象に、性別・年齢・

職業・同居人の有無による分類を行った結果、死亡者の多い区分は下表のとおりです

（表４）。 

表４ 伊予市の自殺の特徴 

※自殺実態白書 2013（ライフリンク）の各類型の代表的な危機経路を例示しています。 

       
出典：地域自殺実態プロファイル 

 

 

図 11 同居人別の割合 

出典：警察「自殺統計」 
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６ 自殺未遂歴の有無 

  2012 年から 2016 年の合算（5 年間、40 人）において、本市で自殺未遂の経験が

あった人（不詳者を除く）の割合は、下図のとおりです（図 12）。 

本市は「あり」の割合が 30％で、愛媛県や全国と比べ高い傾向にあります。 
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図12 自殺未遂歴があった自殺者の割合（不詳者を除く）  
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出典：地域自殺実態プロファイル 
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参考） 自殺の原因（危機経路） 

  自殺の原因は、「表４ 伊予市の自殺の特徴」（P9）の「背景にある主な自殺の危機

経路」にあるとおり、多くの場合、単純ではなく、様々な要因が重なって自殺に至る

と言われています。 

  図 13 はＮＰＯ法人自殺対策支援センターライフリンクが行った自殺の実態 1,000

人調査から見えてきた「自殺の危機経路（自殺に至るプロファイル）」です。 

丸の大きさは、要因の発生頻度を表しています。丸が大きいほど、その要因が抱え

られていた頻度が高いということです。また、矢印の太さは、各要因間の因果関係の

強さを表しています。矢印が太いほど、因果関係が強いということを示しています。 

  自殺の直接的な原因としては「うつ状態」が最も多いことが分かります。このうつ

状態に至るまでにも複数の要因が存在し、連鎖していることが分かります。 

  また、前述の実態調査では、自殺に至るまでに平均４つの要因を抱えていることが

明らかになっています。 

 

 

  

図 13 「自殺実態 1,000 人調査」から見えてきた自殺の危機経路

出典：ＮＰＯ法人ライフリンク

!"
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参考） 自殺の危機経路の事例 

  国が作成した地域自殺実態プロファイル（自殺総合対策推進センター提供）では、

男女別・年齢階層別等に自殺に至る背景にある主な危機経路の例を示しています（表

５）。 

表５ 生活状況別の自殺の背景にある主な危機経路の例 
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出典：地域自殺実態プロファイル 

 

 

  

コラム 「うつ状態」とは
 


